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◆地域の魅力向上と課
題解決へ

　令和５年度当初予算

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

▲春の陽気に包まれながら、たくさん遊ぶぞ〜！

３ 月
定例会

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました



主な新規事業

一般会計　　987億円
全会計総額1,916億円

戦略的拠点施設を活用し、戦略的拠点施設を活用し、
課題解決を推進課題解決を推進

【学校図書館情報化事業】１億１，５６５万円
　児童生徒が図書やＩＣＴを活用した自主学習や創作活動を行えるように学校図書館を整備します。

【ラーメンプロジェクト推進事業】１，０６６万円
　ラーメン文化の魅力を発信することでラーメンの消費拡大やラー

メンをきっかけとした誘客を促進し、地域経済の活性化を図ります。

【学習支援ソフト導入実証事業】５，９５９万円
　小学校５年生以上にＡＩドリル、全市立中学校にプロ

グラミング

に特化したソフトを導入し、児童生徒の特性に応じた学
習環境の整

備を図ります。

【旧千歳館エリア・リノベーション事業】２，８３２万円　旧千歳館の建物を保存・活用して山形芸妓・料亭文化の継承の拠点施設にするとともに、庭園を都市公園として整備することで、にぎわいの創出と交流人口の拡大を図ります。
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▲爽やかな秋空の下、やまがた秋の芸術祭

　
　
　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
概

要
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
日
は
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
の
事
業
者
か
ら
市
が
車
両

　
当
初
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

次
世
代
自
動
車
導
入
事
業

（
庁
用
車
更
新
事
業
）

�

２
６
８
１
万
円

　
庁
用
車
に
次
世
代
自
動
車
を

導
入
し
、
市
民
や
観
光
客
な
ど

も
利
用
で
き
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

委
員

財
政
部
長

を
リ
ー
ス
し
て
、
市
役
所
地
下
駐

車
場
に
保
管
し
な
が
ら
庁
用
車
と

し
て
使
用
す
る
。
市
が
使
用
し
な

い
休
日
は
、
市
役
所
１
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
保
管
し
な
が
ら
、
事
業

者
が
市
民
や
観
光
客
な
ど
へ
貸
し

出
す
想
定
で
あ
る
。

　
　
　
次
世
代
自
動
車
の
導
入
に

向
け
た
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
軽
Ｅ
Ｖ
２
台
、
小
型

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
１
台
を
令
和

５
年
度
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

庁
用
車
に
占
め
る
次
世
代
自
動
車

の
割
合
は
、
現
在
は
約
１４
％
で
あ

る
が
、
１４
年
度
ま
で
に
５９
％
程
度

ま
で
引
き
上
げ
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。

委
員

管
財
課
長

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
開
催
期
間
を
延

長
し
、
発
表
の
回
数
や
会
場
な
ど

を
増
や
す
こ
と
で
、
多
く
の
方
か

ら
文
化
芸
術
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
芸

術
祭
全
体
で
統
一
し
た
ロ
ゴ
を
作

成
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
広
報
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
移
住
者
数
を
ど
の
よ
う
に

見
込
み
、
令
和
５
年
度
予
算
を
算

定
し
た
の
か
。
移
住
促
進
を
図
る

た
め
、
よ
り
多
く
の
予
算
を
確
保

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４
年
度
の
移
住

支
援
金
の
交
付
実
績
は
５
件
８
人

で
あ
っ
た
た
め
、
５
年
度
の
交
付

対
象
者
を
１０
件
程
度
と
見
込
み
、

家
族
構
成
な
ど
で
支
援
金
が
変
動

す
る
分
も
考
慮
し
て
計
上
し
て
い

る
。
移
住
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
見

極
め
な
が
ら
、
申
請
者
数
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
く
。

文
化
振
興
課
長

移
住
者
対
象
給
付
事
業

�

１
５
６
０
万
円

　
本
市
へ
の
移
住
・
定
着
を
促

進
す
る
た
め
、
移
住
者
に
支
援

金
を
交
付
し
、
移
住
希
望
者
な

ど
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
の
整
備
に
向
け

た
有
識
者
懇
談
会
の
構
成
員
や
開

催
時
期
、
開
催
回
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
部
有
識
者
と
し
て
、
競
技
団
体

関
係
者
や
学
識
経
験
者
、
県
内
の

大
学
生
な
ど
を
想
定
し
て
お
り
、

令
和
５
年
の
夏
頃
か
ら
３
回
程
度

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
軽
積
載
車
な
ど
を
導
入
し

て
機
動
力
の
向
上
を
図
る
と
の
こ

と
だ
が
、
令
和
５
年
度
の
導
入
予

定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
大
野
目
と
高
原
町
で

の
共
同
運
用
や
、
前
明
石
と
二
位

田
の
統
廃
合
に
伴
い
、
軽
積
載
車

を
２
台
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

体
育
施
設
の
維
持
管
理
及
び

整
備
に
要
す
る
経
費

�

８
億
２
４
０
８
万
円

　
体
育
施
設
の
維
持
管
理
な
ど

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
推
進
室
長

消
防
団
車
両
等
整
備
事
業

�

１
５
０
０
万
円

　
消
防
団
の
統
廃
合
や
共
同
運

用
計
画
な
ど
を
考
慮
し
て
、
車

両
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

委
員

警
防
課
長

　
　
　
や
ま
が
た
秋
の
芸

術
祭
の
さ
ら
な
る
拡
充
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取

文
化
創
造
都
市
推
進
事

業
（
や
ま
が
た
秋
の
芸

術
祭
開
催
事
業
）

�

７
６
５
万
円

　
文
化
芸
術
に
身
近
に

触
れ
る
機
会
の
創
出
と

文
化
創
造
都
市
の
推
進

の
た
め
、「
や
ま
が
た

秋
の
芸
術
祭
」
を
開
催

し
ま
す
。

委
員

令和５年度当初予算を可決

「コパル」や「Ｑ１」などの「コパル」や「Ｑ１」などの
地域の魅力向上と地域の魅力向上と
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さ
く
ら
ん
ぼ
や
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
の
高
級
農
産
物

だ
け
で
は
な
く
、
野
菜
の
定
期
便

な
ど
も
返
礼
品
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料

と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
返
礼
品
の

単
価
を
上
げ
、
寄
付
額
を
１
万
円

以
上
に
設
定
し
て
い
た
が
、
寄
付

額
を
下
げ
た
野
菜
の
定
期
便
な
ど

も
取
り
扱
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

１０
億
３
４
２
３
万
円

　
特
産
品
の
周
知
と
地
場
産
業

の
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
寄
付

金
額
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
効
果

の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
場
へ

持
参
し
て
い
た
紙
資
料
を
紛
失
し

た
場
合
な
ど
の
情
報
漏
え
い
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
更
新
し
た
情
報
を

複
数
の
職
員
で
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
な
現
場

対
応
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
事
業�

１
８
５
４
万
円

　
包
括
的
な
相
談
支
援
を
行
う

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
児
童
虐
待
へ

の
対
応
な
ど
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

備
基
本
構
想
を
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
　
事
業
の
概
要
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
事
業
所
や
各
地

区
で
行
う
健
康
診
査
の
際
に
記
入

し
て
い
た
だ
く
生
活
習
慣
の
ア
ン

ケ
ー
ト
と
各
個
人
の
健
康
診
査
結

果
を
、
山
形
大
学
が
研
究
成
果
を

基
に
分
析
す
る
。
各
個
人
の
分
析

結
果
は
保
健
指
導
の
際
に
活
用
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

取
り
組
む
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
を
学
ん
で

い
る
学
生
と
介
護
事
業
所
を
Ｓ
Ｎ

「
山
形
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
を

活
か
し
た
健
康
づ
く
り
事
業

�

３４
万
円

　
山
形
大
学
が
培
っ
て
き
た
研

究
成
果
を
基
に
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

介
護
現
場
革
新
事
業

�

９
８
１
万
円

　
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、
介
護
現

場
の
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

の
南
沼
原
地
区
の
沼
木
と
出
羽
地

区
に
加
え
、
住
宅
が
点
在
し
て
い

る
地
区
を
追
加
す
る
予
定
で
あ
り
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
モ
デ
ル

地
区
を
決
定
し
て
い
く
。

　
　
　
無
料
化
拡
大
分
の
予
算
は
、

ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
３

年
生
の
入
院
費
の
実
績
値
を
基
に
、

約
１
６
０
０
万
円
と
算
定
し
た
。

こ
ど
も
医
療
給
付
事
業

�

１０
億
８
２
４
８
万
円

　
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
期
間

の
医
療
費
無
料
化
に
加
え
て
、

１８
歳
ま
で
の
入
院
医
療
費
も
無

料
化
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

　
　
　
山
形
市
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
時
期
や
開
催
場
所
な

ど
の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
８
月

の
最
終
週
に
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
で
開
催
予
定
で
あ
り
、
Ｖ※
２
Ｒ
映

像
で
洪
水
な
ど
の
体
験
が
で
き
る

ブ
ー
ス
の
設
置
や
、
消
防
車
両
や

自
衛
隊
車
両
の
展
示
、
炊
き
出
し

な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

非
常
時
対
応
訓
練
事
業
費

�

１
６
５
万
円

　
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
の
「
山
形
市
防
災

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
な
ど

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　
多
く
の
方
が
お※
１
く
や
み
窓

口
を
利
用
し
て
い
る
が
、
担
当
者

の
増
員
な
ど
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
令
和
４
年
６
月
の
開

設
か
ら
５
年
１
月
末
ま
で
の
利
用

件
数
は
６
８
５
件
で
あ
り
、
現
在

は
約
１０
日
先
ま
で
予
約
が
埋
ま
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
受

付
枠
を
現
状
の
１
日
６
枠
か
ら
増

加
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
に

要
す
る
経
費

�

１
億
３
３
１
７
万
円

　
戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
の
管

理
な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

市
民
課
長

　
　
　
今
後
の
事
業
の
進

め
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
規
模
や
事
業
費
な
ど

の
検
討
を
行
い
、
令
和
５

年
度
中
に
新
広
域
斎
場
整

新
広
域
斎
場
整
備
検
討

事
業�

１
０
４
万
円

　
現
施
設
の
老
朽
化
な

ど
か
ら
、
上
山
市
、
山

辺
町
と
と
も
に
斎
場
整

備
を
検
討
し
ま
す
。

委
員

新
斎
場
整
備
推
進
室
長

Ｓ
で
つ
な
ぎ
、
双
方
が
情
報
を
発

信
・
共
有
す
る
予
定
で
あ
る
。
将

来
的
に
学
生
が
就
職
し
た
際
に
は
、

事
業
所
側
と
し
て
介
護
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
人
材
確
保
を

促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
モ
デ
ル
地
区
を
追
加
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
地
区

は
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
実
施
・
検
証
中

高
齢
者
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

検
討
事
業�

１
２
６
万
円

　
行
き
先
の
希
望
を
と
っ
て
、

民
間
タ
ク
シ
ー
へ
の
相
乗
り
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

▲ご遺族の負担解消を図るおくやみ窓口

▲高齢者移動支援サービス検討事業のイメージ図
※１　おくやみ窓口…市役所で必要な死亡後の手続きを、ご遺族が原則ワンストップで行うことができる制度。事前予約制となっている。
※2　ＶＲ…コンピューターによって作り出された仮想現実。VirtualRealityの略称。専用のゴーグルなどを着用することで、実際に仮想現実

の中にいるような体験をすることができる。

①利用申込
 （利用者各
　自にて）

⑤相乗り
（帰り）

③相乗り
（行き）

②車手配

④買物

利用者

コーディ
ネーター
①

①
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さ
く
ら
ん
ぼ
や
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
の
高
級
農
産
物

だ
け
で
は
な
く
、
野
菜
の
定
期
便

な
ど
も
返
礼
品
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料

と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
返
礼
品
の

単
価
を
上
げ
、
寄
付
額
を
１
万
円

以
上
に
設
定
し
て
い
た
が
、
寄
付

額
を
下
げ
た
野
菜
の
定
期
便
な
ど

も
取
り
扱
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

１０
億
３
４
２
３
万
円

　
特
産
品
の
周
知
と
地
場
産
業

の
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
寄
付

金
額
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

　
　
　
令
和
５
年
度
の
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
整
備
予
定
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
サ
ル
用
の
電
気

柵
３
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
分
を
含

む
８
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
分
を
山

寺
地
区
に
設
置
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室

委
員

農
村
整
備
課
長

学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

向
け
た
機
器
等
整
備
事
業

�

１
億
８
７
１
６
万
円

　
普
通
教
室
な
ど
に
電
子
黒
板

を
段
階
的
に
導
入
し
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
と
併
用
す
る
こ
と
で
、

学
習
効
果
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

委
員

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
効
果

の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
場
へ

持
参
し
て
い
た
紙
資
料
を
紛
失
し

た
場
合
な
ど
の
情
報
漏
え
い
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
更
新
し
た
情
報
を

複
数
の
職
員
で
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
な
現
場

対
応
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
事
業�

１
８
５
４
万
円

　
包
括
的
な
相
談
支
援
を
行
う

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
児
童
虐
待
へ

の
対
応
な
ど
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

に
２
５
４
台
、
特
別
教
室
に
６５
台

電
子
黒
板
を
設
置
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
設
置
台
数
を

算
定
し
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
電
子
黒
板
は
階

段
で
他
の
階
へ
移
動
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
各
階
に
１

台
は
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
各
ク
ラ
ス
で
１
日
に
１
、
２

回
は
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
普
通

教
室
に
は
、
３
ク
ラ
ス
に
１
台
の

割
合
で
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

電
子
黒
板
は
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

表
示
の
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
力
し

た
意
見
や
考
え
を
集
約
し
た
も
の

を
映
し
出
し
、
全
員
で
共
有
を
図

る
こ
と
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

学
校
教
育
課
長

ま
た
、
企
業
３
０
０
０
社
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
興
味
を
示

し
た
企
業
に
は
、
誘
致
に
向
け
た

働
き
か
け
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
農
地
ご
と
に
１０
年
後

の
耕
作
者
を
示
す
目
標
地
図
を
作

成
す
る
た
め
、
耕
作
者
ま
た
は
所

有
者
に
、
現
在
と
１０
年
後
の
耕
作

意
向
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
ど
の
よ
う

に
使
用
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
戦
略
農
産
物
で
あ
る

菊
芋
や
落
花
生
な
ど
を
使
用
し
た

地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
計
画
（
地
域
計
画
）

策
定
事
業�

４
１
１
万
円

　
各
地
区
の
農
業
者
や
関
係
機

関
が
話
し
合
い
、
１０
年
後
の
農

地
利
用
の
在
り
方
を
ま
と
め
た

計
画
を
作
成
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

中
山
間
地
域
農
業
活
性
化

推
進
事
業�

２
０
９
万
円

　
中
山
間
地
域
の
戦
略
農
産
物

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
り
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５

年
６
月
頃
か
ら
造
成
工
事

を
行
い
、
令
和
８
年
度
中

の
竣
工
を
目
指
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
山
形
北

イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

開
発
事
業

２
億
４
２
２
１
万
円

　
造
成
工
事
に
着
手

し
、
企
業
の
誘
致
活
動

を
行
い
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

加
工
品
の
開
発
が
進
ん
で

き
た
こ
と
か
ら
、
本
市
が

推
進
し
て
い
る
作
物
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、

販
売
の
際
に
使
用
す
る
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
等
食
害
対
策

事
業�

６
２
７
６
万
円

　
農
作
物
へ
の
被
害
防

止
の
た
め
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
の
整
備
に

補
助
を
行
い
ま
す
。

▲ＩＣＴ機器の導入で先進的な学習スタイルへ

▲フルーツの先行予約などが好評で
　令和４年度の本市への寄付額は４０億円を突破！
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の
で
あ
る
。

　
　
　
予
算
の
詳
細
と
想
定
出
品

数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梱
包
資
材

な
ど
の
消
耗
品
費
、
販
売
手
数
料

な
ど
を
計
上
し
て
お
り
、
市
有
施

設
の
不
要
品
約
９０
品
目
の
出
品
を

想
定
し
て
い
る
。

不
要
品
リ
ユ
ー
ス
促
進
事
業

�

３１
万
円

　
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
活
用
し
て

本
市
の
不
要
品
を
売
却
し
、
リ

ユ
ー
ス
を
図
る
こ
と
で
、
ご
み

の
減
量
を
推
進
し
ま
す
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
ア
プ
リ
の
導
入
状
況
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
水
道
料
金
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
を
令
和
５

年
度
に
導
入
し
、
運
用
す
る
予
定

で
あ
る
。
使
用
水
量
な
ど
を
見
え

る
化
す
る
ア
プ
リ
は
、
他
事
業
体

で
も
導
入
が
広
が
っ
て
お
り
、
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

水
道
事
業
会
計

�

９７
億
７
９
３
９
万
円

　
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安

定
供
給
の
た
め
の
業
務
や
、
老

朽
配
水
管
の
耐
震
化
工
事
な
ど

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

業
務
課
長

い
く
。

　
　
　
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所

の
選
定
理
由
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
が
管
理
す
る

河
川
の
う
ち
、
近
年
の
大
雨
で
内

水
氾
濫
が
あ
っ
た
箇
所
や
、
過
去

に
水
上
が
り
が
あ
っ
た
住
宅
地
の

周
辺
箇
所
を
選
定
し
て
、
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ
ラ

設
置
事
業�

２
０
９
２
万
円

　
中
小
河
川
な
ど
に
簡
易
型
河

川
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
氾

濫
の
早
期
発
見
や
河
川
監
視
の

強
化
な
ど
を
図
り
ま
す
。

委
員

河
川
整
備
課
長

　
　
　
小
学
校
２
校
を
モ
デ
ル
校

に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
事
業
内

容
の
詳
細
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
校
内
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り

で
実
績
を
あ
げ
て
い
る
事
例
が
あ

る
た
め
、
本
市
で
も
モ
デ
ル
校
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
、
ソ
フ
ァ
ー

や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
水
槽
な
ど

を
設
置
し
、
環
境
整
備
を
行
う
も

不
登
校
児
童
生
徒
対
策
事
業

�

５
４
４
万
円

　
校
内
で
の
居
場
所
づ
く
り
支

援
を
行
う
な
ど
、
不
登
校
や
不

登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
・
生
徒

へ
の
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

学
校
教
育
課
長

　
　
　
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
し

た
介
護
職
員
の
新
た
な
処
遇
改
善

加
算
は
、
５
年
度
予
算
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
財
源

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
１０
月

に
報
酬
改
定
が
あ
っ
た
介
護
職
員

等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
で

の
増
額
分
も
含
め
て
計
上
し
て
い

る
。
財
源
は
、
通
常
の
給
付
費
と

同
様
で
あ
り
、
国
・
県
の
負
担
分

に
加
え
て
市
も
負
担
す
る
。

介
護
保
険
事
業
会
計

�

２
３
２
億
４
１
０
７
万
円

　
介
護
保
険
の
運
営
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

介
護
保
険
課
長

　
　
　
令
和
５
年
度
予
算
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

連
の
収
入
や
支
出
を
考
慮
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
収
入
と
し
て

は
、
県
か
ら
の
病
床
確
保
料
が
想

定
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
補
助

事
業
実
施
の
通
知
が
な
い
こ
と
か

ら
、
５
年
度
予
算
に
は
含
め
ず
、

収
入
、
支
出
と
も
に
実
績
を
ベ
ー

ス
に
し
た
算
定
を
行
っ
て
い
る
。

病
院
事
業
会
計

�

１
５
１
億
６
９
７
３
万
円

　
済
生
館
と
済
生
館
高
等
看
護

学
院
の
運
営
・
管
理
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

済
生
館
管
理
課
長

て
課
題
と
な
る
荷に

捌さ
ば
き
車
両
の
実

態
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
す

ず
ら
ん
通
り
で
は
、
冬
期
間
も
耐

え
ら
れ
る
パ※
１
ー
ク
レ
ッ
ト
を
設
置

し
、
６
年
度
以
降
の
地
元
商
店
街

を
中
心
と
し
た
自
走
化
へ
の
移
行

準
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
令
和
５
年
度
の
事
業
内
容

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粋※
２
七

エ
リ
ア
か
ら
御
殿
堰
西
側
の
民
間

事
業
所
ま
で
の
区
間
の
景
観
重
点

地
区
へ
の
指
定
に
向
け
て
、
地
元

と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
令
和
５
年
度
の
排
水
訓
練

景
観
重
点
地
区
景
観
形
成

推
進
事
業　
３
２
７
７
万
円

　
新
た
に
七
日
町
御
殿
堰
周
辺

地
区
を
景
観
重
点
地
区
に
指
定

す
る
な
ど
、
良
好
な
景
観
形
成

を
推
進
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
な
み
デ
ザ
イ
ン
課
長

排
水
ポ
ン
プ
車
導
入
・
運
用

事
業�
２
３
２
万
円

　
大
雨
で
の
浸
水
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
導
入
し
た
排
水

ポ
ン
プ
車
の
排
水
訓
練
や
維
持

管
理
を
行
い
ま
す
。

委
員

　
　
　
令
和
５
年
度
の
事

業
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
日
町
大
通
り
で
は
、
将

来
的
な
モ
ー
ル
化
に
向
け

中
心
市
街
地
歩
行
者

空
間
創
出
等
事
業

�

１
１
７
１
万
円

　
「
歩
く
ほ
ど
幸
せ
に

な
る
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
て
、
公
共
空
間
の

高
度
利
用
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

の
計
画
は
ど
う
か
。
ま
た
、

排
水
ポ
ン
プ
車
を
追
加
で

購
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４
年
度

と
同
様
の
２
回
の
訓
練
実

施
に
向
け
て
、
地
区
の
選

定
を
行
っ
て
お
り
、
水
防

訓
練
に
合
わ
せ
た
実
施
も

計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

排
水
ポ
ン
プ
車
の
追
加
購

入
は
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
で
内
水
被
害
が
発
生
し

た
地
区
の
地
形
や
水
路
の

流
れ
な
ど
の
現
地
調
査
の

検
証
結
果
と
、
費
用
対
効

果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

河
川
整
備
課
長

▲令和４年度の社会実験で設置されたパークレット

▲緊急時に備え、嶋地区に配備している排水ポンプ車
※１　パークレット…憩いやにぎわい創出を目的に、車道の一部を活用して、ウッドデッキやベンチなどを配置して作られる歩行者のための空間

のこと。
※2　粋七…シネマ通りの街路整備と併せて、周辺一帯を御殿堰を活用した街並みへ整備する事業。「粋な街七日町」の略称であり、水の町屋七

日町御殿堰からシネマ通りまでのエリアに小径（こみち）を張り巡らし、広場も整備するなど、歩いて楽しい空間を創出する。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
ア
プ
リ
の
導
入
状
況
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
水
道
料
金
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
を
令
和
５

年
度
に
導
入
し
、
運
用
す
る
予
定

で
あ
る
。
使
用
水
量
な
ど
を
見
え

る
化
す
る
ア
プ
リ
は
、
他
事
業
体

で
も
導
入
が
広
が
っ
て
お
り
、
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

水
道
事
業
会
計

�

９７
億
７
９
３
９
万
円

　
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安

定
供
給
の
た
め
の
業
務
や
、
老

朽
配
水
管
の
耐
震
化
工
事
な
ど

に
要
す
る
経
費
で
す
。

委
員

業
務
課
長

　
　
　
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
し

た
介
護
職
員
の
新
た
な
処
遇
改
善

加
算
は
、
５
年
度
予
算
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
財
源

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
１０
月

に
報
酬
改
定
が
あ
っ
た
介
護
職
員

等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
で

の
増
額
分
も
含
め
て
計
上
し
て
い

る
。
財
源
は
、
通
常
の
給
付
費
と

同
様
で
あ
り
、
国
・
県
の
負
担
分

に
加
え
て
市
も
負
担
す
る
。

介
護
保
険
事
業
会
計

�
２
３
２
億
４
１
０
７
万
円

　
介
護
保
険
の
運
営
に
要
す
る

経
費
で
す
。

委
員

介
護
保
険
課
長

　
　
　
水
道
通
水
１
０
０

周
年
記
念
事
業
の
概
要
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
５
月
４
日
に
水

道
通
水
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
が
、
６
月
１
日
か
ら

の
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て

６
月
２
日
に
記
念
式
典
を

開
催
し
、
感
謝
状
贈
呈
式

な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
未
就
学
児
を
対
象

と
し
た
水
道
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
も
予

定
し
て
い
る
。

委
員

上
下
水
道
部
総
務
課
長

▲山形の水、安全安心を次の１００年へ

　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
う
他
の
自
治
体

な
ど
へ
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
議
会
運
営
委
員
会

の
視
察
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。委員会名 日程 視察地 視察項目

議会運営委員会
（１班）

令和４年
１２月１９日（月）
～１２月２１日（水）

福島県郡山市
京都府京都市
大阪府大阪市

議会運営および
議会改革について

議会運営委員会
（2班）

令和４年
１２月２２日（木）
～１２月２３日（金）

静岡県静岡市
静岡県藤枝市

議会運営および
議会改革について

議会運営委員会（２班）

より活発な議論と市政への反映を目指して、
執行部の対応状況をチェック

　静岡市議会では、議
員が行った代表質問や
一般質問が、どのよう
に市政へ反映されてい
るのかを市民の皆さん
へお知らせするため、
議員からの質問項目に

対する執行部のその後の対応状況を調査し、毎年発行
している市議会活動報告書に掲載しています。
　対応状況調査の対象となるのは、各定例会の開催後
に発行する市議会だよりに各議員が１つずつ掲載する
質問項目です。市議会活動報告書には、質問に対する
執行部の回答と、事業への取り組み状況の調査結果を
掲載するため、議会が提案し、執行部が取り組むとい
う政策提案のサイクルが構築されるとともに、緊張感
を持った議論になるなどの好循環が生まれていました。

議会運営委員会（１班）

若い世代に身近で開かれた議会を目指して

　大阪市会では、若い
世代の政治や行政、選
挙への理解と関心を高
めることを目的として、
高校生と議員の意見交
換会を行っています。
意見交換会は、議員２

人と高校生５人の少人数のグループに分けて行うこと
で、参加者全員が話しやすい雰囲気を作り出すなど、
議論を活発化させる工夫が取り入れられていました。
　また、小学生とその保護者を対象に議場見学会を開
催し、議場などの分かりやすい紹介や、施設見学の際
に出題される市会クイズへの回答と答え合わせを本会
議の形式で行うなど、次代を担う子どもたちに議会や
政治に関心をもってもらうための取り組みを積極的に
行っていました。

委
員
会

委
員
会

視
察
報
告

視
察
報
告
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都市の活動を支える基盤整備や、都市の活動を支える基盤整備や、
健やかな子どもを育成するための補正予算を審査健やかな子どもを育成するための補正予算を審査

補 正 予 算

　
　
　
令
和
３
年
度
よ
り
も
補
助

額
が
減
っ
た
要
因
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
経
済
社
会
活
動

の
再
開
で
、
補
助
対
象
期
間
の
利

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

�

７
０
７
０
万
円

　
生
活
バ
ス
路
線
の
赤
字
分
を

バ
ス
事
業
者
へ
補
助
し
ま
す
。

委
員

交
通
政
策
室
長

　
　
　
現
実
で
の
山
形
城
の
復
原

は
史
実
に
基
づ
く
必
要
が
あ
る
が
、

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
で
は
ど
の
よ
う

に
再
現
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
史
実
に
基
づ
く

復
原
と
は
別
に
、
若
者
な
ど
が
自

由
な
発
想
で
仮
想
空
間
に
理
想
の

公
園
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
認
知
度
の
向
上
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

霞
城
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業�

５
１
６
万
円

　
政※
２
策
提
案
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

で
の
提
案
を
受
け
て
、
メ※
３

タ

バ
ー
ス
空
間
を
活
用
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
締

結
し
た
協
定
で
は
、
事
業
費
の
負

担
割
合
は
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
は

山
形
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
接
続
道
路
か
ら
Ｅ

Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
ま
で
の
区
間
の
事
業

費
を
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は

ゲ
ー
ト
か
ら
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

ま
で
の
接
続
区
間
の
事
業
費
を
負

担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ス※
１
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
事
業�

９
４
０
０
万
円

　
令
和
５
年
度
に
予
定
し
て
い

た
周
辺
整
備
事
業
を
前
倒
し
で

実
施
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

用
者
数
が
、
３
年
度
の
約
４
９
２

万
人
か
ら
、
４
年
度
は
約
５
５
０

万
人
へ
増
加
し
た
こ
と
が
要
因
だ

と
分
析
し
て
い
る
。

　
　
　
交
付
予
約
の
受
付
は
２４
時

間
対
応
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

�

２
１
４
万
円

　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
予
約

や
面
談
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ

ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

委
員

母
子
保
健
課
長

３月の主な補正予算
一般会計 ３５億８，５３８万円

●ふるさと納税推進事業　�  １２億８，７３７万円

●道路・橋りょう新設改良事業　�  ３億６，４４５万円

●小中学校校舎・屋内運動場大規模改造等事業
　（トイレ改修事業）　�  ３億１，４１５万円

●感染症対策経費
　（ＰＣＲ検査費用、入院費等）　�  ２億２，２７２万円

●民間立保育所運営委託料　�  １億５，０４２万円

●西山形小学校校舎等改築事業
　（グラウンド外構工事）　�  １億４，７２０万円

●橋りょう長寿命化事業　�  １億３，６００万円

の
連
携
面
を
考
慮
し
て
、

お
や
こ
よ
り
そ
い
チ
ャ
ッ

ト
や
ま
が
た
の
シ
ス
テ
ム

を
活
用
す
る
た
め
、
随
意

契
約
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
事
業
の
完
了
予
定

七
日
町
第
６
ブ
ロ
ッ
ク

北
御
殿
堰
整
備
事
業

�

３
０
０
０
万
円

　
令
和
５
年
度
に
予
定

し
て
い
た
事
業
を
前
倒

し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

時
期
は
い
つ
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
整
備
を
行
う
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
は

無
散
水
消
雪
歩
道
の
整
備
な
ど
を

行
う
が
、
御
殿
堰
本
体
は
用
水
路

で
あ
る
た
め
、
水
を
利
用
し
な
い

秋
頃
に
着
工
し
、
全
体
の
完
成
は

５
年
度
末
を
予
定
し
て
い
る
。
当

該
地
の
北
側
に
隣
接
す
る
民
間
事

業
者
の
建
て
替
え
後
の
意
匠
を
考

慮
し
な
が
ら
、
上
流
に
位
置
す
る

水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
と
ほ
ぼ

同
様
の
イ
メ
ー
ジ
で
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
既
に
当
該
地

の
南
側
に
洋
風
の
植
栽
が
整
備
さ

れ
て
い
る
た
め
、
植
栽
は
上
流
側

と
は
異
な
る
形
と
な
る
予
定
で
あ

る
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

ン
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
子
育
て

世
代
に
対
応
し
、
２４
時
間
受
け
付

け
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
利
便
性

向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
は

引
き
続
き
対
面
で
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
交
付
時
間
短
縮
の
た
め
の

改
善
点
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
予
約
後
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
事
前
配
付
し
、
相
談
の

準
備
を
行
う
こ
と
で
、
交
付
の
際

の
説
明
時
間
を
短
縮
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
事

業
者
は
、
競
争
入
札
で
選
定
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
と

委
員

母
子
保
健
課
長

委
員

母
子
保
健
課
長

▲周辺との調和のとれた御殿堰へ

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）
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現
実
で
の
山
形
城
の
復
原

は
史
実
に
基
づ
く
必
要
が
あ
る
が
、

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
で
は
ど
の
よ
う

に
再
現
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
史
実
に
基
づ
く

復
原
と
は
別
に
、
若
者
な
ど
が
自

由
な
発
想
で
仮
想
空
間
に
理
想
の

公
園
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
認
知
度
の
向
上
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

霞
城
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業�

５
１
６
万
円

　
政※
２
策
提
案
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

で
の
提
案
を
受
け
て
、
メ※
３

タ

バ
ー
ス
空
間
を
活
用
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
締

結
し
た
協
定
で
は
、
事
業
費
の
負

担
割
合
は
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
は

山
形
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
接
続
道
路
か
ら
Ｅ

Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
ま
で
の
区
間
の
事
業

費
を
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は

ゲ
ー
ト
か
ら
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

ま
で
の
接
続
区
間
の
事
業
費
を
負

担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ス※
１
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
事
業�

９
４
０
０
万
円

　
令
和
５
年
度
に
予
定
し
て
い

た
周
辺
整
備
事
業
を
前
倒
し
で

実
施
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
構
築
と
い
う
研

究
テ
ー
マ
を
学
ぶ
こ
と
に
は
非
常

に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
職
員
２
人
の
参
加
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
　
最
終
発
表
さ
れ
た
事
業
構

想
の
事
業
化
に
向
け
た
支
援
も
行

う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
の
事
業

構
想
の
事
業
化
に
向
け
て
、
関
係

課
と
の
連
携
を
促
し
て
い
く
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
改
修
工
事
を

行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
式
便
器

を
各
ト
イ
レ
に
１
つ
残
し
な
が
ら
、

そ
の
他
の
便
器
を
洋
式
化
す
る
。

ま
た
、
古
い
校
舎
な
ど
の
ト
イ
レ

は
湿
式
タ
イ
ル
貼
り
で
あ
り
、
に

お
い
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
床
を
塩
ビ
シ
ー
ト
な
ど
で
乾

式
化
す
る
。
さ
ら
に
、
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
な
ど
も
行
う
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

小
中
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場

大
規
模
改
造
等
事
業

（
ト
イ
レ
改
修
事
業
）

�

３
億
１
４
１
５
万
円

　
国
の
交
付
金
の
追
加
内
示
を

受
け
て
、
令
和
５
年
度
に
予
定

し
て
い
た
ト
イ
レ
改
修
工
事
を

前
倒
し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

学
校
施
設
整
備
室
長

　
　
　
事
業
で
実
施
す
る

新
事
業
計
画
構
築
の
講
義

に
、
本
市
の
職
員
が
参
加

す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
地
域
ブ

事
業
構
想
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
事
業

�

１
７
４
２
万
円

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
、
新
事
業

の
開
発
を
行
う
人
材
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

▲令和５年度に供用開始予定の山形ＰＡスマートＩＣ

　
　
　
取
得
面
積
が
増
加
す
る
こ

と
で
、
金
額
に
は
ど
の
程
度
の
影

響
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
用
地
取
得
額
は
約
３

０
０
万
円
の
増
額
、
造
成
費
な
ど

東
消
防
署
蔵
王
温
泉
出
張
所

整
備
事
業
（
用
地
取
得
及
び

造
成
等
）
の
債※
４
務
負
担
行
為

　
　

��

限
度
額　
整
備
用
地

　
　

��

８
４
２
６
・
６
㎡
を
取

得
し
た
金
額
及
び
造
成

工
事
費
等
に
利
子
等
を

加
え
た
額

　
用
地
測
量
の
結
果
、
実
測
面

積
が
登
記
面
積
を
上
回
り
、
取

得
面
積
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

限
度
額
を
変
更
し
ま
す
。

委
員

警
防
課
長

も
含
め
た
全
体
の
額
は
約
６
７
０

万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
設
備
の
更
新
は
、
い
つ
完

了
す
る
予
定
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
１
月

下
旬
に
工
事
を
発
注
し
た
が
、
社

会
情
勢
の
影
響
で
、
機
器
の
納
品

ま
で
６
カ
月
程
度
か
か
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
５
年
７
月
の

営
業
再
開
を
目
指
し
て
い
る
。

鈴
川
こ
と
ぶ
き
荘
設
備
改
修

事
業
の
債
務
負
担
行
為

�

限
度
額　
７
３
０
万
円

　
老
朽
化
し
て
い
る
温
水
発
生

機
を
更
新
す
る
た
め
、
債
務
負

担
行
為
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。
　なお、６月定例会で審査される請願・
陳情の締め切りは、６月１２日（月）です。

☎０2３（６４2）８４０４

６月１５日（木）
　　～６月３０日（金）

６月定例会の日程
（予定）

※１　スマートインターチェンジ…高速道路などに設置されているＥＴＣ専用のインターチェンジ。
※2　政策提案チャレンジ事業…組織横断的に集まった若手職員が、柔軟な発想で政策の検討などを行う本市の事業。
※３　メタバース…インターネット上の仮想世界・仮想空間サービスの総称。利用者はアバターと呼ばれる分身を操作し、他の利用者と交流することができる。
※４　債務負担行為…１つの事業が単年度で終了せずに、後年度でも負担しなければならない場合に、議会の議決を経てその期間と額を定めるもの。9
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支
給
対
象
者
の
範
囲
を
、

学
年
で
は
な
く
年
齢
で
規
定
す
る

理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学

校
へ
進
学
し
な
い
場
合
な
ど
も
あ

る
た
め
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

年
齢
で
対
象
範
囲
を
規
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
支
給
対
象
の
拡
大
に
伴
い

対
象
者
と
な
る
人
の
申
請
手
続
き

は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
院
の

際
に
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
医
療

費
が
市
か
ら
医
療
機
関
へ
直
接
支

払
わ
れ
る
方
法
と
、
病
院
な
ど
の

窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療
費
を
支
払

い
、
退
院
後
に
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
医
療
費
が
払
い
戻
さ
れ
る
方

法
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
払
い
戻
し
で
の
支
給
の
場

合
、
交
付
申
請
漏
れ
が
起
き
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
制
度
の
周

知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
ホ
ー

こ
ど
も

こ
ど
も
医
療
給
付
金
の
う
ち
、

入
院
療
養
費
の
支
給
対
象
者
を

１８
歳
ま
で
拡
大

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

て
い
る
。
特
別
教
室
を
使
用
す
る

際
に
は
、
学
校
の
中
に
入
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
防
犯
対
策
と
し
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
で
区
切
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
改
築
な
ど
を
行
っ

た
学
校
を
条
例
に
定
め
て
い
る
。

　
　
　
南
沼
原
小
学
校
と
西
山
形

小
学
校
で
開
放
す
る
特
別
教
室
は

ど
の
よ
う
な
利
用
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
沼
原

小
学
校
は
、
地
域
で
の
音
楽
活
動

が
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
合
唱
の
団

体
な
ど
の
利
用
が
中
心
に
な
る
と

想
定
し
て
い
る
。
西
山
形
小
学
校

に
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史

の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
学
習
活

動
へ
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

委
員

教
育
委
員
会
管
理
課
長

　
　
　
条
例
を
改
正
し
て
南
沼
原

小
学
校
の
第
一
音
楽
室
と
西
山
形

小
学
校
の
多
目
的
学
習
室
を
新
た

に
開
放
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
条

例
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
小
・
中

学
校
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
館

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
全
て
の
市
立

小
・
中
学
校
で
開
放
し
て
い
る
が
、

特
別
教
室
は
、
条
例
に
定
め
ら
れ

て
い
る
小
・
中
学
校
の
み
開
放
し

教

育

南
沼
原
小
学
校
と
西
山
形
小

学
校
の
特
別
教
室
の
一
部
を

市
民
に
開
放

委
員

教
育
委
員
会
管
理
課
長

▲市民に開放される南沼原小学校の第一音楽室

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
す
る
ほ
か
、

各
医
療
機
関
や
保
険
組
合
に
も
制

度
を
伝
え
、
対
象
と
な
る
患
者
や

被
保
険
者
へ
周
知
し
て
も
ら
う
予

定
で
あ
る
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職

員
へ
の
定
期
的
な
研
修
や
訓
練
の

実
施
を
義
務
付
け
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
実
施
方
法
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
事
業
者
が
計

画
的
に
研
修
を
行
う
こ
と
に
な
る

が
、
自
治
体
な
ど
が
実
施
す
る
研

修
や
訓
練
に
職
員
を
参
加
さ
せ
る

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、

全
て
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
加

入
し
て
い
る
市
児
童
健
全
育
成
ク

ラ
ブ
連
絡
会
が
実
施
す
る
心
肺
蘇

生
法
な
ど
の
安
全
に
関
す
る
研
修

も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
策
定
を
義
務
付
け
る
業
務

継
続
計
画
の
実
効
性
は
ど
の
よ
う

に
保
つ
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
年
１
回
実
施
す

る
実
地
検
査
の
際
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
て
、
避
難
訓
練

な
ど
の
実
施
状
況
の
確
認
や
指
導

を
実
施
し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
基

準
に
、
安
全
計
画
や
業
務
継
続

計
画
の
策
定
な
ど
を
義
務
付
け

委
員

保
育
育
成
課
長

委
員

保
育
育
成
課
長

常任委員会

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

４つの委員会を開催しました
（３月定例会）
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た
た
め
、
場
所
ご
と
に
舗
装
厚
の

変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
　
　
請
負
金
額
へ
の
物
価
高
騰

の
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
影
響
額
を
積
算

中
で
あ
り
、
確
定
後
に
補
正
予
算

を
計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
特
定
空
家
等
の
件
数
は
ど

う
か
。
ま
た
、
条
例
で
定
め
る
緊

急
措
置
は
、
行
政
代
執
行
と
比
較

し
て
、
ど
の
程
度
の
期
間
の
短
縮

が
図
れ
る
の
か
。

委
員

交
通
政
策
室
長

危
険
な
状
態
が
発
生
し
て
い
る

特
定
空
家
等
に
緊
急
な
措
置
を

行
え
る
よ
う
に
条
例
を
設
定

委
員

　
　
　
道
路
だ
け
で
は
な
く
、
駐

車
場
部
分
の
舗
装
厚
を
変
更
す
る

理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
当
初
は
、
国
の

資
料
や
事
業
者
の
実
績
な
ど
に
基

づ
い
た
舗
装
厚
が
提
案
さ
れ
て
い

た
が
、
国
と
の
協
議
の
結
果
で
算

出
さ
れ
た
想
定
車
両
通
行
台
数
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
、
駐
車
場
へ
の

荷
重
が
増
加
す
る
こ
と
が
判
明
し

ま
ち
づ
く
り

道
の
駅「（
仮
称
）や
ま
が
た

蔵
王
」
整
備
事
業
工
事
の
請

負
金
額
を
変
更

委
員

交
通
政
策
室
長

知
識
を
有
す
る
者
」
か
ら
の
意
見

聴
取
が
必
要
と
な
る
が
、
ど
の
よ

う
な
人
か
ら
の
意
見
聴
取
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
緊
急
措
置
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
特
定
空
家
等
は
、

危
険
を
避
け
る
た
め
の
時
間
的
な

余
裕
が
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
法
律
と
建
築
の
専
門
家
へ

の
意
見
聴
取
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
改
正
の
背
景
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
に
限
ら

ず
、
若
年
単
身
世
帯
を
含
む
単
身

世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、

住
宅
困
窮
者
へ
の
的
確
な
公
営
住

宅
の
供
給
を
求
め
る
国
の
通
知
を

踏
ま
え
て
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る

住
環
境
の
整
備
な
ど
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
口
の

減
少
傾
向
が
続
く
と
想
定
さ
れ
る

中
で
、
快
適
な
市
民
生
活
を
持
続

す
る
た
め
の
住
環
境
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
労

働
者
数
の
推
移
な
ど
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

管
理
住
宅
課
長

６０
歳
未
満
の
単
身
者
が
入
居

で
き
る
よ
う
に
市
営
住
宅
の

入
居
要
件
を
緩
和

委
員

管
理
住
宅
課
長

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

　
　
　
　
　
　
　
認
定
し

て
い
る
特
定
空
家
等
は
２

件
で
、
認
定
の
可
能
性
の

あ
る
空
き
家
は
約
１０
件
で

あ
る
。
行
政
代
執
行
を

行
っ
た
他
市
の
事
例
で
は
、

認
定
か
ら
措
置
ま
で
に
１

年
以
上
か
か
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
が
、
令
和
５
年

度
に
緊
急
措
置
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
物
件
で
は
、

１
年
未
満
で
の
対
応
を
想

定
し
て
い
る
。

　
　
　
緊
急
措
置
の
実
施

の
判
断
に
は
、「
専
門
的

管
理
住
宅
課
長

委
員

▲オープンに向けて工事が進む道の駅「（仮称）やまがた蔵王」

議員研修会を開催議員研修会を開催
　令和５年２月３日に、青森大学社会学部教授の
佐藤淳氏を講師に迎えて、『「議会基本条例」の原点
に立ち戻り、次任期の活動イメージを広げる』の演
題で、議員研修会を開催しました。
　佐藤氏は青森大学社会学部教授として教鞭をとら
れているほかにも、早稲田大学マニフェスト研究所
の招聘研究員として、全国の地方議会の調査や、議
会改革の支援などに取り組まれています。
　講演では、青森市議会や盛岡市議会のワールドカ
フェ方式を採用した市民との意見交換会の開催事例
や、茨城県取手市議会のＩＣＴを活用した議会運営
の事例などを参考に、山形市議会基本条例に基づく
議会改革へのアドバイスをいただきました。
　また、今後の地方議会では、監視・評価の役割に

加えて、政策立案・提言の機能が重要であり、例と
して岩手県奥州市議会の政策提言に向けた一連の過
程を紹介していただくなど、今後の議会改革に向け
て、大変有意義な研修となりました。
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　３月定例会で審議された請願は、継続審査中の１件と新たに提出さ
れた２件です。陳情は３件が提出され、１件を審査し、２件を配付し
ました。各委員会での審査結果は以下の通りです。

請願・陳情

●議決の結果は、１３ページ「請願の賛否一覧表」をご覧ください。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１

人
の
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
伊
藤
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

　
伊い 

藤と
う　
洋よ
う 

子こ　
　
氏

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
１
人
の
任
期
が
３
月

２５
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
伊
藤
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
伊い 

藤と
う　
一か
ず 

雄お　
　
氏

　
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
選
挙
し
た
結
果
、
川

口
充
律
議
員
と
斎
藤
武
弘
議
員
が

当
選
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

最
上
川
中
部
水
道
企
業
団

議
会
議
員
に
２
議
員
が
当
選

　住民が、自分たちの声や願いを行政に届
けるための手段の一つだよ。それぞれ一定
の要件を備えれば、市議会に文書を出すこ
とができるよ。
　「請願」は、その考え方に賛同する紹介
議員が１人以上必要で、紹介議員がいなけ
れば「陳情」として扱われるよ。

A

常任委員会名 担当する市のしごと

総務委員会 広報、防災、財政、税金、市
の計画、スポーツ、消防など

厚生委員会 住民登録・戸籍、保健所、福
祉、子育て、市立病院など

産業文教委員会 商業、工業、観光、農業、教
育など

環境建設委員会 環境、まちづくり、道路、河
川、上下水道など

　市のしごとは幅広い分野にわたるから、
それを一つ一つ全議員で議論すると時間が
かかりすぎるよね。そこで、より専門的に
効率よく審査するために、市のしごとを「総
務」「厚生」「産業文教」「環境建設」の４
つの分野に分けて常任委員会を設け、各議
員がそれぞれ一つの委員会に所属して審査
する制度をとっているんだよ。

A

　スマートフォン・タブレットなどで
スマホで視聴できます

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
願

第
５
号（
４
）

継　
続

「最低賃金の改善と中小企業
支援の拡充を求める意見書」
提出について 阿曽　　隆 産業文教 不採択
山形県労働組合総連合
議長　勝見忍　ほか１名

第
１
号（
５
）

新　
規

小中学校給食費の無償化を求
めることについて 阿曽　　隆

川口　充律
荒井　拓也

産業文教 不採択新日本婦人の会
山形支部
支部長　石山初子

第
２
号（
５
）

新　
規

１８歳までの医療費の完全無料
化を求めることについて 佐藤亜希子

川口　充律
石澤　秀夫

厚　生
採　択

（ ）議決結果
は不採択

新日本婦人の会
山形支部
支部長　石山初子

陳　
　
　
　
　
情

第
１
号（
５
）

新　
規

日本全体で解決すべき問題と
して、普天間基地周辺の子ど
もたちを取り巻く空・水・土
の安全の保障を求めることに
ついて

総　務 配付のみ

コドソラ
代表　与那城千恵美

第
２
号（
５
）

新　
規

庁舎内における職員への政党
機関紙の勧誘・配達・集金を
自粛するよう求めることにつ
いて 総　務 不採択
山形県を明るくする会
代表　井上均

第
３
号（
５
）

新　
規

「新型コロナワクチン接種」
に関することについて

厚　生 配付のみ
全国有志看護師の会
代表　竹口昌志

議会あれ
　　 これ

はながたベニちゃんの

教えて！！教えて！！

請願と陳情ってなんだベニ？Q

常任委員会ってなんだベニ？Q

小さなお子さん連れの方のために、小さなお子さん連れの方のために、
「議会開催中の保育室」を準備しています。「議会開催中の保育室」を準備しています。
　議会開催中は、議会棟内の一室を保育室として開放しています。
　議会事務局へ事前に申し込みいただき、ご利用ください。
　保育する方の手配や必要な用品のご準備をお願いいたします。
傍聴や保育室利用などの詳細やご不明な点は、議会事務局へ
お問い合わせください。

☎０２３（６４２）８４０４
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 会派
 議員名

請願

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 須
貝
太
郎
副
議
長

鈴
木
善
太
郎
議
長

議決
結果

井
上
和
行

佐
藤
清
徳

鈴
木

進

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

斎
藤
武
弘

荒
井
拓
也

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

斎
藤
淳
一

石
澤
秀
夫

松
井

愛

佐
藤
秀
明

川
口
充
律

遠
藤
吉
久

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

小
田
賢
嗣

高
橋
公
夫

斉
藤
栄
治

継続請願第５号（４）× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × － 不採択
請 願 第 １ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ※ 不採択
請 願 第 ２ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ※ 不採択

賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。請願の賛否一覧表

○＝賛成　×＝反対　　鈴木善太郎議長は採決に加わらない。　　●請願の件名は、１２ページをご覧ください。
※請願第１号、請願第２号は投票の結果、賛成と反対が同数のため、議長裁決により不採択となっています。

議決議案一覧（３月定例会）

※議第１号から議第３号は３月８日に議決。その他の議案と議会案第１号は３月２２日に
議決。

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１号
～

議第３号

令和４年度山形市一般会計補正予算、令和４年度山形
市公共下水道事業会計補正予算、令和４年度山形市駐
車場事業会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第４号
～

議第１６号

令和５年度山形市一般会計予算、令和５年度山形市水
道事業会計予算、令和５年度山形市公共下水道事業会
計予算、令和５年度山形市立病院済生館事業会計予算、
令和５年度山形市国民健康保険事業会計予算、令和５
年度山形市後期高齢者医療事業会計予算、令和５年度
山形市介護保険事業会計予算、令和５年度山形市母子
父子寡婦福祉資金貸付事業会計予算、令和５年度山形
市区画整理事業会計予算、令和５年度山形市財産区会
計予算、令和５年度山形市駐車場事業会計予算、令和
５年度山形市公設地方卸売市場事業会計予算、令和５
年度山形市農業集落排水事業会計予算
　内容は３～６ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第１７号
議第１８号
議第１９号

市道路線の認定について、市道路線の廃止について、
市道路線の変更について
　１４路線を市道に認定するとともに、市道の１路線を
廃止、１路線を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第２０号
包括外部監査契約の締結について
　地方自治法の規定に基づき、令和５年度の包括外部
監査契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議第２１号
山形市特定空家等緊急措置条例の設定について
　特定空家等の危険を回避するために、緊急の措置を
実施できるようにするものです。

可決
（全会一致）

議第２２号

山形市印鑑条例及び山形市手数料条例の一部改正につ
いて
　電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の
認証業務に関する法律の改正に伴い、証明書交付サー
ビスでの印鑑登録証明書の交付申請や証明書等の交付
手数料を減額するため、規定の整備を行うものです。

可決
（全会一致）

議第２３号
山形市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に�
関する条例の一部改正について
　指定管理者の候補者の選定などを調査審議するため
の附属機関を設置するものです。

可決
（全会一致）

議第２４号

山形市行政手続における特定の個人を識別するための�
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について
　個人番号の利用や特定個人情報の庁内連携が可能な
事務を追加するとともに、規定の整備を行うものです。

可決
（全会一致）

議第２５号
山形市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて
　農地利用最適化推進委員に支給する報酬加算額の
上限を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第２６号
山形市手数料条例の一部改正について
　建築基準法などの改正に伴い、新たな申請手数料の
設定などを行うものです。

可決
（全会一致）

議第２７号
山形市福祉医療給付金支給条例の一部改正について
　こども医療給付金のうち、入院療養費の支給対象者
の範囲を、１８歳までに拡大するものです。

可決
（全会一致）

議第２８号 山形市児童遊園条例の一部改正について
　児童遊園の廃止と名称の変更を行うものです。

可決
（全会一致）

議第２９号
山形市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、家庭的保育事業の運営
などに関する基準を改めるものです。

可決
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第１号 山形市議会会議規則の一部改正について 可決

（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第３０号
山形市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　内閣府令の改正に伴い、特定教育・保育施設などの
運営に関する基準を改めるものです。

可決
（全会一致）

議第３１号
山形市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、放課後児童健全育成
事業の運営などに関する基準を改めるものです。

可決
（全会一致）

議第３２号
山形市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を�
定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、児童福祉施設の運営な
どに関する基準を改めるものです。

可決
（全会一致）

議第３３号
山形市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の一部改正について
　厚生労働省令の改正に伴い、指定通所支援の事業の
運営などに関する基準を改めるものです。

可決
（全会一致）

議第３４号

山形市認定こども園の要件に係る基準並びに施設の設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて
　内閣府・文部科学省・厚生労働省告示の改正に伴い、
認定こども園の運営などに関する基準を改めるものです。

可決
（全会一致）

議第３５号

山形市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて
　内閣府・文部科学省・厚生労働省令の改正に伴い、
幼保連携型認定こども園の運営などに関する基準を
改めるものです。

可決
（全会一致）

議第３６号
山形市国民健康保険条例の一部改正について
　健康保険法施行令の改正に伴い、国民健康保険の
被保険者が出産した場合の出産育児一時金の額を引き
上げるものです。

可決
（全会一致）

議第３７号
山形市営住宅条例の一部改正について
　６０歳未満の単身者が入居できるように、市営住宅の
入居要件を緩和するものです。

可決
（全会一致）

議第３８号

山形市立小学校及び中学校の施設の開放に関する条例
の一部改正について
　南沼原小学校と西山形小学校の校舎の改築に伴い、
それらの学校の特別教室の一部を市民に開放するもの
です。

可決
（全会一致）

議第３９号
「工事請負契約の締結について」の一部変更について�
（道の駅「（仮称）蔵王」整備事業設計建設工事）
　道の駅「（仮称）蔵王」整備事業設計工事の請負
金額を変更するものです。

同意
（全会一致）

議第４０号 山形市教育委員会委員の任命について
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第４１号 山形市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）
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子
ど
も
の
医
療
費
や
給
食
費

へ
の
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

　
　
市
民
の
誰
も
が
必
要
と
す
る

QA

支
援
と
、
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
応
じ

た
支
援
の
双
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

実
施
し
、
総
合
的
な
子
育
て
環
境

の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
子
ど
も
や
保
護
者
、
保
育
士

が
安
心
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
１
・
２
歳
児
の
保
育
士
の

配
置
基
準
を
独
自
に
上
乗
せ
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
上
乗
せ
後
は

保
育
士
が
働
き
や
す
い
自
治
体
で

あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
独
自
の
上
乗
せ
は
、
人
材

確
保
や
財
源
の
面
か
ら
難
し
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
通
じ
て
、
保

育
士
な
ど
の
人
材
確
保
や
配
置
基

準
の
見
直
し
を
国
へ
求
め
て
お
り
、

今
後
も
機
会
を
捉
え
て
国
や
県
に

働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
小
・
中
学
校
施
設
は
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
修
繕
費
の

予
算
を
抜
本
的
に
増
額
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
修

繕
は
学
校
か
ら
の
要
望
に
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
仕
組
み
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
要
望
が
多
い
こ
と
や
、
建
設

資
材
の
不
足
、
価
格
高
騰
な
ど
の

影
響
で
、
全
て
の
要
望
に
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
観
点

も
含
め
て
、
よ
り
効
果
的
な
予
算

の
執
行
方
法
な
ど
を
検
討
・
協
議

し
て
い
く
。

　
　
電
気
料
金
や
食
材
費
の
高
騰

QA

Q

AQ

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
３
月
定
例
会
で
は
、
２
月

２８
日
と
３
月
１
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

※

一
般
質
問
は
２
月
２８
日
と
３
月
１
日
に
行
わ
れ
た
た
め
、

全
議
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
り
ま
す
。

　令和５年３月定例会の一般質
問の模様は、「山形市議会イン
ターネット議会中継」サイトに
て配信中です。
　インターネットによる配信で
は、各議員の一般質問の内容全
てをご覧いただくことができま
す。
　また、生中継での配信も行っ
ておりますので、次回の令和５
年６月定例会開催
時には、ぜひご活
用ください。

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

子
ど
も
た
ち
に

も
う
一
人
保
育
士
を
！

佐さ

藤と
う

亜あ

希き

子こ
（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）
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（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
に
、
脱
炭
素
関
連
企
業

を
戦
略
的
に
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
の
造
成
工

事
に
向
け
て
準
備
を
進
め
、
６
年

度
中
の
募
集
開
始
を
目
指
し
て
お

り
、
山
形
市
発
展
計
画
２
０
２
５

で
掲
げ
て
い
る
医
療
・
食
品
産
業

の
ほ
か
、
今
後
成
長
が
見
込
ま
れ

る
産
業
な
ど
、
誘
致
業
種
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
関
連
企

業
も
成
長
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
展
開
し
て

い
く
。

　
　
農
業
従
事
者
の
超
高
齢
化
と

激
減
、
肥
飼
料
の
過
度
な
海
外
依

QAQ

で
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
の
経

営
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
た
め
、

支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
県
内
一
律
で
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
の
物
価
高
騰
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

国
や
県
に
要
望
す
る
な
ど
の
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
不
安

を
軽
減
し
、
多
様
性
を
認
め
る
社

会
を
つ
く
る
た
め
、
本
市
で
も

パ※
１
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
理
解

促
進
に
向
け
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
啓
発
に
努
め
て
お
り
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
当
事
者
へ
の

聴
き
取
り
調
査
も
進
め
て
い
る
。

Ｌ※
２
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
の
整
備
に

向
け
た
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と

と
も
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
も
含
め
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
寄
り
添
っ
た
施
策
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
入
院
時
の
付
き
添
い
や
手
術

同
意
書
へ
の
署
名
を
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
が
行
え
る
よ
う
に
、
医
療
機

関
へ
協
力
を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
同
居

者
と
す
る
市
営
住
宅
の
入
居
を
認

め
て
は
ど
う
か
。

　
　
個
々
の
医
療
機
関
で
取
り
扱

い
を
判
断
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

今
後
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

社
会
的
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
。
市
営
住
宅
の

入
居
申
し
込
み
で
は
、
同
居
者
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
親
族
に
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
は
含
め
て
い
な
い
が
、

今
後
、
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
く
。

AQ

A

Q

A

存
、
食
料
自
給
率
３８
％
な
ど
の
状

況
を
農
業
の
危
機
と
捉
え
て
、
根

本
的
な
対
策
と
再
構
築
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
や
世
界

情
勢
な
ど
で
、
農
業
や
食
料
を
取

り
巻
く
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
中
、
食
料
の
安
定
供
給
の

確
保
に
向
け
て
、
国
内
資
源
の
有

効
活
用
や
、
多
様
な
担
い
手
の
確

保
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
国

で
は
食
料
の
安
定
供
給
や
農
業
の

持
続
的
な
発
展
な
ど
、
農
政
の
基

本
理
念
や
政
策
の
方
向
性
を
定
め

て
い
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
検
証
を
行
い
、
策
定
か
ら
２０

年
ぶ
り
に
大
幅
な
見
直
し
に
向
け

た
議
論
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
肥
料
の

件
は
、
堆
肥
な
ど
の
地
元
有
機
資

源
の
積
極
的
活
用
や
、
県
が
作
成

し
た
肥
料
コ
ス
ト
低
減
技
術
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
を
行
う
な
ど
、

関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
今
後
も

肥
料
や
資
材
な
ど
の
削
減
に
取
り

組
み
、
飼
料
も
、
飼
料
用
米
へ
の

転
換
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

本
市
で
も
、
４
年
度
に
行
っ
た
第

６
次
山
形
市
農
業
振
興
基
本
計
画

の
中
間
見
直
し
に
基
づ
き
、
農
業

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
や
、
新
規
就
農
者

の
確
保
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
に
基
づ
く
有
機
農
業
の
実

証
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
農

業
の
確
立
に
向
け
て
計
画
を
推
進

し
て
い
く
。
食
料
自
給
率
の
向
上

な
ど
、
国
全
体
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
は
、
国
や
県
に
要
望
し

て
い
く
と
と
も
に
、
具
体
的
な
施

策
を
山
形
市
農
業
戦
略
本
部
で
検

討
し
、
計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
効
率
的
な
農
業
の
在
り
方
と

し
て
農
用
地
と
農
振
白
地
混
在
地

域
の
解
消
、
農
地
の
集
積
、
集
約

を
図
り
、
大
規
模
農
業
が
中
心
と

な
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
農
地
の
利
用
権
交
換
に
は
、

出
し
手
の
意
向
や
農
地
の
状
況
、

賃
借
料
な
ど
、
条
件
に
差
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
農
地
の

集
積
は
進
ん
で
い
る
が
、
集
約
化

は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

今
後
は
、
地
域
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
本
市
が
主
導
し
協
議
の
場

を
設
け
、
農
政
対
策
委
員
長
や
農

業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
農
協
、
土
地
改
良
区
な
ど

の
関
係
者
を
中
心
に
幅
広
く
農
業

者
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
意
向
調

査
の
結
果
を
活
用
し
た
話
し
合
い

を
進
め
て
い
き
た
い
。
農
用
地
と

農
振
白
地
が
混
在
す
る
地
域
の
解

消
に
は
農
振
除
外
の
手
続
き
が
必

要
で
あ
り
、
国
や
県
の
厳
し
い
規

制
の
た
め
困
難
で
あ
る
が
、
地
域

計
画
の
話
し
合
い
の
中
で
、
農
地

の
在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
。

A

Q

A

農
業
者
の
高
齢
化
と
激
減
！

今
、
危
機
へ
の
対
策
を
！

遠え
ん

藤ど
う　

吉よ
し

久ひ
さ

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

▲農業の危機、抜本的手立てを！！

▲市内で行われたやまがたカラフルパレード
※１　パートナーシップ制度…各自治体が同性同士のカップルを婚姻に相当する関係と認めて証明書を発行する制度。
※2　ＬＧＢＴ…Lesbian（女性同性愛者）、Gay（男性同性愛者）、Bisexual（両性愛者）、Transgender（出生時に診断された性と自認する性の

不一致）の頭文字をとり、性的マイノリティの方々を指した総称。15
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西
部
工
業
団
地
公
園
再
編
事

業
で
整
備
す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

に
、
ナ
イ
タ
ー
利
用
も
可
能
と
す

る
た
め
の
照
明
設
備
や
、
電
光
掲

Q

示
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
仕
事
帰
り
な
ど
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
照
明
設
備
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
常

の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
設
置
を
予
定

A
　
　
村
山
地
域
の
大
学
生
な
ど
と

市
内
企
業
を
さ
ら
に
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
る
た
め
、
支
援
の
在
り
方
を

根
本
か
ら
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
５
年
度
の
本
市
の
組
織

改
正
で
「
働
き
や
す
さ
追
求
室
」

を
新
設
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の

拡
充
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
丁
寧
な

情
報
提
供
な
ど
を
強
化
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
暮
ら
し
の
面
で
も

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
な
ど
大

学
生
の
行
動
範
囲
の
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
本

市
の
良
さ
を
広
く
認
識
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　
　
移
住
促
進
に
向
け
て
、
地※
１
方

QAQ

し
て
い
る
が
、
電
光
掲
示
板
設
置

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

　
　
整
備
中
の
市
立
商
業
高
等
学

校
の
野
球
場
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

は
民
家
に
近
く
、
土
ぼ
こ
り
が
舞

う
心
配
が
あ
る
た
め
、
野
球
場
の

外
野
部
分
を
人
工
芝
に
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

が
現
在
使
用
し
て
い
る
あ
か
ね
ケ

丘
公
園
を
引
き
続
き
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
土
ぼ
こ
り
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
に
は
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
元
の
方
と
丁
寧
に
協
議

し
、
あ
か
ね
ケ
丘
公
園
の
整
備
後

も
引
き
続
き
練
習
が
で
き
る
よ
う

に
場
所
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
国
、
県
の
考
え
方
や
、
部
活

動
の
意
義
を
踏
ま
え
て
、
現
場
の

意
見
や
生
徒
の
実
情
な
ど
を
捉
え

な
が
ら
議
論
し
て
い
く
。

　
　
町
内
会
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
地
域
集
会
所
の
設
置
費
用

へ
の
補
助
だ
け
で
な
く
、
解
体
費

用
へ
の
補
助
も
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
制
度
を
見

直
し
、
解
体
の
み
の
場
合
も
補
助

を
行
う
。
ま
た
、
賃
借
で
集
会
所

Q

AQA

QA

創
生
移
住
支
援
事
業
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
向
け

に
、
山
形
市
版
の
移
住
支
援
金
を

創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
行
の
移
住
支
援
金
と
併
せ

て
、
屋
内
児
童
遊
戯
施
設
な
ど
の

子
育
て
環
境
の
良
さ
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
移
住
促
進
に
努
め
て
い

く
。
市
独
自
の
支
援
金
は
、
移
住

促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で

ニ
ー
ズ
を
探
っ
て
い
く
。

　
　
蔵
王
温
泉
地
内
に
あ
る
空
き

家
が
危
険
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

解
体
や
再
利
用
に
向
け
て
対
応
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
法
令
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
財※
２
産
管
理
人
制
度

な
ど
で
の
対
応
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　
　
建
設
業
の
週
休
２
日
制
の
定

着
を
図
る
に
は
、
公
共
工
事
発
注

時
期
の
平
準
化
と
適
切
な
工
期
設

定
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
国
と
同

様
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
建
設
業
の
働
き
方
改
革
は
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
推

進
の
た
め
、
平
準
化
対
策
と
適
切

な
工
期
設
定
に
努
め
て
い
く
。

　
　
基※
３
幹
的
農
業
従
事
者
が
減
少

し
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
本
市

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

　
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

担
い
手
へ
の
集
積
な
ど
で
、
遊
休

農
地
の
発
生
は
抑
制
さ
れ
、
優
良

農
地
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
の

確
保
に
加
え
て
、
地
域
を
牽
引
す

る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
安
心
し
て
競
技
運
営
が
行
え

る
よ
う
に
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
の
設
備
や
備
品

な
ど
の
現
状
を
再
調
査
し
、
対
応

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
５
年
度
に
今
後
の
施
設
の
在

り
方
を
検
討
予
定
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
施
設
の
維
持
の
た
め
に
必

要
な
修
繕
や
機
器
の
更
新
を
行
い

な
が
ら
、
大
会
の
開
催
な
ど
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ヤ
マ
ガ
タ
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
駐
車
場

は
狭
い
た
め
、
隣
接
す
る
べ
に
っ

こ
ひ
ろ
ば
に
共
用
エ
リ
ア
を
設
定

す
る
な
ど
、
費
用
を
か
け
ず
に
駐

車
場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
両
施
設
の
駐
車
場
の
利
活
用

方
法
に
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
に
向
け
て
、
指
定
管
理
者
も

交
え
て
協
議
し
て
い
く
。

AQAQ

AQA

QAQA

雇
用
創
出
事
業
の

強
化
を
！

子
孫
に
誇
れ
る
山
形
を

▲老朽化しているスケート場の備品
井い
の

上う
え　

和か
ず

行ゆ
き

（
新

翔

会
）

丸ま
る

子こ　
善よ

し
弘ひ
ろ

（
新

翔

会
）

※１　地方創生移住支援事業…東京２３区に在住または通勤する人が東京圏外へ移住し、起業や就業した場合に、県や市などが交付金を支給する事業。
※2　財産管理人制度…所有者の不在などで、財産を管理する者がいない場合に、家庭裁判所が選任した者に財産の管理などを行わせる制度。
※３　基幹的農業従事者…農家の世帯員のうち、農業を専業または主な仕事としている１５歳以上の人のこと。 16
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物
価
高
騰
が
続
く
と
予
測
さ

れ
る
中
、本
市
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
取
り
組
み
な
ど
を
注
視

し
、
市
民
や
業
界
団
体
の
声
を
踏

ま
え
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
　
言※
１
語
通
級
指
導
教
室
の
利
用

者
増
に
向
け
た
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
指
導
者
と
指
導
機
会
の
確
保

に
努
め
、
児
童
の
成
長
の
た
め
、

丁
寧
な
指
導
と
支
援
を
行
う
。

　
　
親
か
ら
子
に
受
け
継
が
れ
る

心
の
財
産
を
記
録
す
る
読
書
通
帳

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
他
市
の
状
況
や
図
書
館
情
報

シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
期
を
見
据
え

QAQAQA

を
設
置
す
る
場
合
も
、
期
限
の
定

め
な
く
補
助
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
営
業
活
動
な
ど
の
際
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
、立
谷
川
工

業
団
地
内
に
立
地
す
る
企
業
か
ら
、

住
所
表
示
を「
大
字
」か
ら「
丁
目
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
て

い
る
が
、
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
国
と
県
で
当
該
地
区
の
地
籍

調
査
成
果
を
審
査
し
て
お
り
、
５

年
度
に
登
記
が
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。
地
籍
調
査
事
業
の
進
展
状

況
に
合
わ
せ
て
地
元
へ
の
説
明
会

な
ど
を
行
い
、状
況
に
も
よ
る
が
、

最
短
で
７
年
度
中
の
町
名
変
更
の

議
案
提
出
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
整
備

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
他
市
場
の
例
を
参
考
に
、
整

備
完
了
ま
で
８
年
程
度
と
想
定
し

て
い
る
。国
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
民
間

活
力
の
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　
　
西
口
の
み
で
あ
る
漆
山
駅
の

東
側
で
は
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
東
西
自
由
通
路
整
備
に

向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
交
渉
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
東
側
へ
の
新
た
な
改
札
口
設

置
の
可
能
性
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
意

見
交
換
し
て
い
る
。
費
用
対
効
果

の
精
査
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、

引
き
続
き
解
決
策
を
探
っ
て
い
く
。

　
　
出
羽
小
学
校
の
体
育
館
と

プ
ー
ル
の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
５
年
度
に
プ
ー
ル
の
整
備
、

７
年
度
か
ら
屋
内
運
動
場
の
改
築
、

９
年
度
に
外
構
工
事
な
ど
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
学
校
や
地
域
の
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

て
、導
入
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
立
地

す
る
滝
山
小
学
校
の
移
転
や
建
て

替
え
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
既
存
の
方
針
や
計
画
を
見
直

し
、整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
グ※
２
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
発
行
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
都
道
府
県
や
大
都
市
で
は
大

規
模
な
発
行
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
先
行
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
就
労
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
や
連
携
中
枢
都
市
圏
、
市

内
の
経
済
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
保
護
者
な
ど
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
学
校
給
食
費
の
口
座

振
替
手
続
き
の
改
善
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
年
度
途
中
の
転
入
者
の
手
続

き
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
改
善
し

て
い
る
。
中
学
校
入
学
時
の
手
続

き
を
不
要
と
す
る
こ
と
は
、
早
期

実
現
に
向
け
て
検
討
す
る
。
ま
た
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
向
け

て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
集
団
健
診
時
に
ナ※
３
ト
カ
リ
比

を
計
測
し
、
健
康
啓
発
や
保
健
指

導
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
研
究
段
階
の
検
査
方
法
で
あ

り
、
今
後
、
先
進
地
の
事
例
を
参

考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
助
成
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
定
期
接
種
化
が
検
討
さ
れ
て

い
る
た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
先
進
自
治
体

の
効
果
な
ど
を
調
査
研
究
す
る
。

　
　
市
内
の
特
定
空
家
等
の
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
蔵
王
温
泉
地

内
の
空
き
家
に
措
置
な
ど
を
講
じ

て
、
市
道
高
湯
環
状
線
の
通
行
止

め
を
解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
特
定
空
家
等
は
２
件
の
ほ
か
、

条
例
で
対
応
す
る
可
能
性
が
あ
る

空
き
家
が
１０
件
あ
る
。
蔵
王
温
泉

地
内
の
空
き
家
は
、
市
道
や
周
辺

の
安
全
を
考
慮
し
、
法
令
に
基
づ

き
危
険
な
状
況
の
解
消
を
図
る
。

　
　
空
き
地
の
適
切
な
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
住
民
の
生
活
環
境
保
全

の
た
め
、
調
査
研
究
す
る
。

　
　
聴
こ
え
く
っ
き
り
事
業
を
拡

充
し
、
ヒ※
４
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
対

策
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
拡
充
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQAQAQ

AQAQA

QAQAQA

市
民
に
安
心
を
届
け
る

物
価
高
騰
対
策
を
！！

▲東口開設が待たれる漆山駅

▲物価高騰が続く生活必需品
松ま
つ

田だ　
孝た

か
男お
（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

※１　言語通級指導教室…発音がはっきりしないなど、言語に障がいがある子どもを支援するための施設。
※2　グリーンボンド…自治体などが、再生可能エネルギーなどの環境改善効果のある事業に必要な資金を調達するために発行する債券。
※３　ナトカリ比…ナトリウム（塩分）とカリウムの摂取バランスを示す指標。
※４　ヒアリングフレイル…聴き取る能力の衰えのこと。

17

令和5年5月1日／224号令和5年5月1日／224号
やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　
観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
重
視

し
、利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
共
同
で
、
山
寺
駅

へ
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

Q

は
ど
う
か
。

　
　
本
市
の
費
用
負
担
も
含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
持
ち
な
が

ら
、
山
寺
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
向
け
た
交
渉
を
行
っ
て
い
く
。

A
　
　
愛
知
県
大
府
市
や
兵
庫
県
神

戸
市
で
は
、
認
知
症
施
策
の
推
進

の
た
め
の
条
例
を
制
定
し
、
認
知

症
の
予
防
や
認
知
症
の
方
と
家
族

を
支
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
両
市
の
取
り
組
み
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　
市
民
の
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
、
認
知
症
と
共
に
生
き
る
機

運
の
醸
成
や
、
本
人
と
家
族
に
安

心
を
与
え
、
認
知
症
へ
の
早
期
対

応
や
認
知
症
高
齢
者
が
自
由
な
意

思
で
外
出
し
、
安
心
し
て
活
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
の
確
立

QAQ

　
　
霞
城
公
園
の
堀
を
整
備
し
、

春
は
屋
形
船
で
の
花
見
、
夏
は
納

涼
、
秋
は
紅
葉
鑑
賞
、
冬
は
花
火

鑑
賞
と
、
四
季
折
々
で
楽
し
め
る

ま
ち
な
か
観
光
地
と
す
る
こ
と
で
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
街
地
に
残
る
広
大
な
水
面

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘

め
た
観
光
資
源
で
あ
る
た
め
、
イ

ベ
ン
ト
の
拡
充
な
ど
、
新
た
な
活

用
方
法
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
日
本
一
の
観
光
案
内
所
自
体

を
観
光
資
源
と
す
る
こ
と
を
含
め

て
、
設
置
場
所
や
時
期
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
協
議

が
進
ん
で
い
な
い
が
、
旧
ビ
ブ
レ

跡
地
へ
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
。

年
間
を
通
し
て
花
笠
踊
り
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
の
充
実
し
た
施
設
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
目
標
を
３０
万
人
と
し
て
い
る

人
口
は
毎
年
減
少
し
て
い
る
が
、

今
後
、
人
口
増
加
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
教
育
を
含
め
た
子
育
て
環
境

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

健
康
寿
命
の
延
伸
や
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
公
共

交
通
の
充
実
な
ど
、
本
市
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で
、
移
住

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

QA

QA

QA

を
目
指
す
本
市
も
、
率
先
し
て
認

知
症
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
認
知
症
基
本
法
制
定
の

動
向
を
注
視
し
、
先
行
自
治
体
の

例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
認
知
症
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み

を
促
す
た
め
、
地
域
支
え
合
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
の
活

動
頻
度
の
要
件
を「
月
１
回
か
ら
」

に
緩
和
し
、
補
助
金
を
活
用
し
や

す
く
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
週
１
回
以
上
の
活
動
が
望
ま

し
い
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

柔
軟
に
運
営
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
補
助
要
件
の
見
直
し
や
申
請

手
続
き
の
簡
素
化
を
含
め
、
必
要

な
支
援
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　
　
北
山
形
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
で
計
画
し
た
事

業
の
進
展
状
況
と
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
北
山
形
駅
で
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
連
絡
通
路
な
ど
の
工
事
が

完
了
し
、
す
で
に
供
用
を
開
始
し

て
い
る
。
ま
た
、
宮
町
公
園
内
園

路
の
段
差
解
消
は
、
令
和
５
年
度

末
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
県

道
や
市
道
の
視
覚
障
が
い
者
誘
導

用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
は
、
順
次
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
北
山
形
駅
東
西
自
由
通
路
の

整
備
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
完

了
後
の
利
用
者
数
の
増
加
見
込
み

を
踏
ま
え
て
、
市
道
と
し
て
の
整

備
の
可
能
性
や
代
替
手
段
を
検
討

し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
意
見
交
換
を

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
令
和
６
年
春
以
降
に
サ
ー
ビ

ス
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
駅

構
内
の
通
り
抜
け
な
ど
の
代
替
手

段
の
可
能
性
を
含
め
て
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
解
決
策
を
探
っ
て
い
く
。

　
　
北
山
形
駅
前
か
ら
県
道
の
交

差
点
ま
で
の
歩
道
は
除
雪
が
さ
れ

て
お
ら
ず
、
乗
降
客
や
地
域
の
人

が
歩
く
際
に
は
雪
の
中
を
進
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
県
と
交

渉
し
、
消
雪
道
路
の
整
備
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
状
を
確
認
し
、
対
応
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
持
続
可
能
な
町
内
会
・
自
治

会
と
す
る
た
め
、
自
治
推
進
委
員

を
対
象
と
し
た
研
修
会
で
、
他
の

町
内
会
・
自
治
会
の
課
題
や
、
解

決
へ
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
話

し
合
う
機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

活
発
に
意
見
交
換
が
で
き
る
具
体

的
な
手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

AQAQ

AQA

QAQA

認
知
症
条
例
を
制
定
し
、

認
知
症
施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を

観
光
地
へ
先
行
投
資
を
行
い
、

交
流
人
口
拡
大
を
！

鈴す
ず

木き　
　
進す

す
む　（

新

翔

会
）

斎さ
い

藤と
う　

武た
け

弘ひ
ろ

（
新

翔

会
）

▲

認
知
症
施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を

18

令和5年5月1日／224号令和5年5月1日／224号
やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　
消
費
量
日
本
一
の
本
市
の

ラ
ー
メ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
向

け
て
、
市
産
小
麦
を
使
用
す
る
店

舗
の
認
定
制
度
な
ど
、
地
産
地
消

を
促
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
産
農
産
物
を
一
定
量
以
上

使
用
す
る
店
舗
を
山
形
市
地
産
地

消
の
店
に
認
定
し
て
い
る
が
、

ラ
ー
メ
ン
店
の
登
録
は
な
い
た
め
、

関
係
者
と
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、

地
産
地
消
を
進
め
て
い
く
。

　
　
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
支
援
に
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
３０
年
７
月
に
、
一
般
社

QAQA

　
　
（
仮
称
）
山
形
北
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
へ
の
企
業
募
集
開
始
は

令
和
６
年
度
を
予
定
し
て
い
る
が
、

完
売
時
期
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
、
産
業
団
地
を
開
発

す
る
際
は
、
基
本
設
計
完
成
時
点

か
ら
企
業
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
８
年
度
中
の
分
譲
開
始
か
ら
、

約
３
年
で
の
完
売
を
目
指
し
て
い

る
。
今
後
の
開
発
の
際
の
募
集
開

始
時
期
は
検
討
し
て
い
く
。

　
　
適
切
な
工
業
団
地
の
整
備
や

周
辺
農
村
地
域
の
定
住
化
の
た
め

に
は
、
宅
地
開
発
な
ど
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
農
用
地
区
域
を
市
の

裁
量
で
変
更
で
き
る
よ
う
に
国
や

県
へ
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
要
件
緩
和
に
向
け
た
国
へ
の

要
望
の
ほ
か
、
全
国
市
長
会
か
ら

も
権
限
移
譲
に
向
け
た
提
言
を

行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
。

　
　
各
地
域
に
合
っ
た
農
業
施
策

を
検
討
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
農
業
者
な
ど
が

農
業
戦
略
本
部
と
施
策
を
検
討
す

る
体
制
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
農

業
者
や
、
農
協
の
営
農
指
導
員
な

ど
の
知
識
や
経
験
、
人
脈
は
重
要

で
あ
る
た
め
、
現
場
の
声
を
さ
ら

に
施
策
へ
反
映
さ
せ
る
体
制
を
構

築
し
て
い
く
。

　
　
農
産
物
は
物
価
高
騰
に
伴
う

価
格
転
嫁
が
難
し
い
た
め
、
肥
料

代
へ
補
助
を
行
う
な
ど
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
物
価
高
騰
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

や
国
際
情
勢
の
影
響
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
国
へ
総
合
的
な
対
策
を

要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
内
農
業

者
の
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
、
本

市
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

団
法
人
や
ま
が
た
福
わ
た
し
な
ど

と
食
品
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、
支
援
が
必
要
な
世
帯
へ

無
償
で
提
供
し
て
い
る
。
今
後
も

運
営
団
体
と
の
連
携
を
継
続
し
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
健
康
寿
命

延
伸
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
た
め
、
本
格
的
な
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
内
４
カ
所
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
、
空
き
待
ち
が
な
く
利
用

で
き
る
た
め
、
現
時
点
で
は
新
設

の
予
定
は
な
い
が
、
利
用
状
況
か

ら
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

民
間
活
力
の
活
用
の
可
能
性
も
模

索
し
て
い
く
。

　
　
白
山
地
区
へ
の
新
駅
整
備
の

可
能
性
を
検
討
・
調
査
す
る
こ
と

と
し
た
意
図
は
な
に
か
。

　
　
白
山
・
吉
原
地
区
が
高
い
拠

点
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
周

辺
地
区
と
の
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
交
通
結
節
点
と
し
て
新
駅
設

置
の
検
討
を
行
い
、
機
能
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
２１
年
度
末
に
約
８
６
９

億
円
だ
っ
た
一
般
会
計
の
市
債
残

高
は
、
令
和
４
年
度
末
に
は
約
１

１
１
８
億
円
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
財
政
見
通
し

と
財
源
捻
出
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
市
債
残
高
の
増
加
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
残
高
が
約
２
５
８

億
円
増
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
実

質
的
な
市
事
業
分
の
残
高
は
、
約

９
億
円
減
少
し
て
い
る
。
今
後
も

行
政
需
要
は
増
加
す
る
と
認
識
し

て
お
り
、
市
税
の
増
収
な
ど
の
自

主
財
源
の
確
保
や
、
国
庫
補
助
へ

の
積
極
的
な
要
望
な
ど
を
行
い
、

後
年
度
の
財
政
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
投
資
的
経
費
の
減
少
で
、
子

育
て
支
援
、
保
育
、
介
護
、
福
祉

な
ど
の
生
活
関
連
予
算
に
し
わ
寄

せ
が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　
高
齢
化
に
伴
い
民
生
費
は
増

加
し
て
お
り
、
今
後
も
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
の
中
で
、
適
切
な
予
算
編

成
に
努
め
て
い
く
。

　
　
地
方
活
性
化
に
は
、
自
由
な

発
想
に
基
づ
く
地
方
に
適
し
た
政

策
が
必
要
で
あ
り
、
地
方
分
権
の

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
真
の
地
方
分
権
の
推
進
に
向

け
て
、
市
が
自
ら
企
画
立
案
を
行

い
、
政
策
を
実
行
す
る
た
め
の
権

限
移
譲
や
自
主
財
源
の
確
保
な
ど

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
、

国
へ
の
働
き
か
け
を
継
続
し
た
い
。

QAQA

QA

QAQA

「
山
形
ラ
ー
メ
ン
」の
麺
は

市
産
小
麦
で

▲パークゴルフで健康寿命延伸を

▲山寺駅の階段へエスカレーターを

石い
し

澤ざ
わ　

秀ひ
で

夫お
（
緑

政

会
）
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市
民
の
皆
さ
ま
お
元
気
で
し
ょ

う
か
。
今
号
は
、
２
年
間
の
委
員

の
任
期
中
で
最
後
の
号
で
す
。
親

し
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
を
心

が
け
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
広
報
機
能
と
し
て
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
広
聴
機

能
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
く

機
会
を
十
分
に
作
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
で
す
。
次
の
新
た
な
委

員
に
期
待
し
つ
つ
、
引
き
続
き
ご

愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
長　
阿
曽　
　
隆

　
　
　
副
委
員
長　
松
田　
孝
男

　
　
　
委　
　
員　
小
田　
賢
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　
清
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
井　
拓
也

　
　
　
　
　
　
　
　
川
口　
充
律

現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
発
行
す
る

最
後
の
号
と
な
り
ま
し
た

※提言全文は、市議会ホームページへ
掲載しておりますのでご覧ください。

防災対策特別委員会 まちづくり・有害鳥獣対策特別委員会

　令和３年１１月に設置された２つの特別委員会では、これまでに現地視察や有識者との意見交換、他市
の先進事例視察などの調査研究を行い、知見を深めてきました。
　こうした調査研究の成果を基に令和５年３月１５日に決定した提言書は、同日に渡辺元、菊地健太郎両
委員長から議長へ提出され、３月１７日に議長が市長へ提出しました。

・若い女性や子育て中の女性が安心して避難
生活ができるよう、トイレや物干し場など
の女性専用スペースの確保、授乳やおむつ
替えスペース等の確保、キッズスペースな
どの子どもの生活環境の確保に配慮するな
ど、女性目線での避難所運営について積極
的に検討を進めること。
・ハザードマップの見える化を含め、市民へ
の危険個所の積極的な周知に努めること。
・消防本部庁舎の施設整備は、他市の事例等
も参考に、市民が気軽に日々の訓練の様子
や消防車両等を見学することが可能な見学
スペースを設置するなど、市民が消防行政
に親しみを持てる、より市民に開かれた施
設となるよう検討すること。

防災対策特別委員会 提言（抜粋）

・旧大沼本店跡地の利活用にあたっては、済生
館を含め、周辺エリアの一体的な整備の検討
に努めるとともに、新市民会館や粋七エリア
と連続性を持たせながら、街なかに滞在でき、
賑わいが創出できる商業機能や健康増進機能、
図書館などの公共機能を総合的に検討し、速
やかに解体工事に着手できるよう整備方針等
の策定に努め、再開発事業の早期完了を目指
すこと。

・新市民会館の整備にあたっては、より多くの
市産材を活用し、周辺の景観に配慮した外観
とすること。また、会館内の施設やホールの
出入口は、利用者が分かりやすい配置にする
とともに、市民ニーズの高い、防音設備を備
えたスタジオスペースなどを多く確保すること。
・有害鳥獣対策は、ＩＣＴなどの新しい技術を
活用しながら、農作物被害や人的被害、生態
頭数など、綿密な調査を実施し、捕獲頭数の
再検討に取り組むこと。

まちづくり・有害鳥獣対策特別委員会
   提言（抜粋）

市長へ提言書を提出

▲後列左から小田、川口、荒井、
　松田、阿曽、佐藤（清）委員
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